
研修農場の整備により、新規就農を目指す研修生の研修の充実を図る
サポート体制構築事業の取組事例 北海道厚真町

○農業従事者の高齢化と担い手不足により農家戸数の減少が進む中、地域における集落機能の維
持や活性化のために、町外からの新規就農者の育成・確保が必要となっていたことから、平成
30年に「厚真町農業担い手育成センター・研修農場」を新規就農相談・研修拠点として整備。

○令和4年度にサポート体制構築事業を活用して、研修用ハウス、トラクターを整備。
〇研修品目は、ほうれんそう、いちご、かぼちゃ、ブロッコリー。

【位置図】

取組前 取組内容 取組後(成果)
【サポート体制】

○研修生数（最大９名）に
対して研修用ハウスが少
なく、基礎研修及び栽培
技術研修のみで実践的な
研修を実施することがで
きなかった。

○トラクターが１台しかな
く、研修生数（最大９名)
に対して不足しており、
近隣農家から借上げて研
修を実施していた。

○R４年度に、サポート体制
構築事業を活用し、研修用
ハウス３棟、トラクター１
台（アタッチメント含む）
を購入し、研修の充実を図
った。

【問合せ先】厚真町役場産業経済課農業グループ
TEL：０１４５－２７－２４１９
E-mail：nouei@town.atsuma.lg.jp
HP: https://www.town.atsuma.lg.jp

サポート体制構築事業 活用年度：令和４年度

○研修用ハウス３棟の新設に
より、研修生がひとりで受
け持つハウスが増え、主体
性を持って、より実践的に
研修を実施することができ
るようになった。

○研修用トラクターが２台と
なったことで、実践的かつ
効率的な研修ができるよう
になった。

〇新規就農者数は、過去３年
間平均（R1～３）２名、
R5年３名、R6年３名

北海道厚真町

○研修用ハウスの増棟により、栽培品目の増加や管理方法に関することを教えて
もらうことができた。

○トラクターが増え、管理機作業研修の内容が充実した。
○未経験からでも農家としてスタートラインに立たせてもらえ大変感謝している。

新規就農者や研修生の声

就農希望者

厚真町担い手研修農場

町役場農業Ｇ＋町内関係機関
・農地：厚真町農業委員会
・経営技術：地元ＪＡ、胆振
農業改良普及センター

・補助金等：町役場農業Ｇ､
地元ＪＡ
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